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　議会は５月７日の全員協議会の場で時岡町長から「大飯３・４号機に再起動に関し町民意
見の集約と議会の意見を聞かせていただきたい。」との要請を受け副議長を長とし各委員会
委員長をメンバーとする作業部会（議長はオブザーバー）で９回にわたる議論を行いました。
　５月14日の全員協議会に作業部会議論結果を報告し、議員各自が意見を述べ合う自由討
議を経た後に採決を行い賛成11、反対1で再起動を容認することとしました。町長に口頭で
伝えた再起動容認の内容については10ページに掲載してありますのでご覧下さい。

大飯３・４号機再起動容認

■
第
２
回
議
会
臨
時
会　

４
月
24
日

●
お
お
い
町
条
例
の
制
定

○ 

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
賑
わ
い
創
出
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

同
施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ

せ
る
こ
と
や
、
利
用
料
金
の
上
限
を
定
め

た
も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

○
大
飯
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事

　

大
飯
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
を
行
う

も
の
で
、
株
式
会
社
荒
木
が
１
億
１
千
２

０
万
円
で
落
札
し
て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

お
お
い
町
固
定
資
産
審
査
委
員
会
委
員

　

お
お
い
町
固
定
資
産
審
査
委
員
会
委
員

に
新
谷
省
三
氏
（
大
島
）、
成
瀬
源
太
郎

氏
（
久
保
）、山
下
利
憲
氏
（
名
田
庄
井
上
）

の
３
氏
を
選
任
す
る
も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

●
お
お
い
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

お
お
い
町
教
育
委
員
会
委
員
に
細
川
和

博
氏
（
名
田
庄
口
坂
本
）
を
任
命
す
る
も

の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

■
第
３
回
議
会
定
例
会　

６
月
12
日

●
報
告
事
項
9
件

　

町
か
ら
議
会
に
以
下
の
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

○
平
成
23
年
度
繰
越
明
許
計
算
書

○ 

お
お
い
町
が
関
連
す
る
４
株
式
会
社
、

３
財
団
法
人
、
１
公
社
の
経
営
状
況

■
第
４
回
議
会
定
例
会　

６
月
26
日

●
お
お
い
町
条
例
の
制
定

○ 
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
修
正
す
る

法
律
等
の
施
工
に
伴
う
お
お
い
町
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

外
国
人
を
住
民
基
本
台
帳
の
適
用
対
象

に
加
え
る
こ
と
及
び
他
の
市
町
村
に
引
越

し
し
た
後
も
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
を

使
用
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
法
律

制
定
に
よ
る
た
め
。（

全
会
一
致
・
可
決
）

○ 

お
お
い
町
英
語
指
導
助
手
の
報
酬
及
び

費
用
弁
済
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

英
語
指
導
助
手
の
報
酬
を
固
定
制
か
ら

一
定
の
範
囲
内
で
勤
務
年
数
及
び
勤
務
成

績
に
応
じ
て
任
命
権
者
が
定
め
る
よ
う
に

し
た
も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
変
更

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
う
福
井
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

●
平
成
24
年
度
６
月
補
正
予
算

　

所
要
の
経
費
を
追
加
す
る
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
審
議
・
報
告
の
後
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

２
千
９
８
９
万
円

【
主
な
歳
出
】

○
保
育
施
設
等
整
備
補
助
事
業

　

本
郷
保
育
園
の
総
合
遊
具
の
修
繕
お
よ

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
補
助
金
。

２
０
０
万
円
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○
過
年
度
発
生
山
地
災
害
復
旧
事
業

　

本
郷
地
係
（
潮
音
院
裏
）
山
地
崩
壊
に

伴
う
地
質
調
査
。

３
５
０
万
円

■
特
別
会
計
補
正
予
算

３
０
５
万
円

【
主
な
歳
出
】

○
東
中
部
地
区
簡
易
水
道
施
設
管
理
事
業

　

名
田
庄
三
重
地
係
東
部
地
区
配
水
池
流

　

量
計
取
替
工
事
。

２
５
０
万
円

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

○
菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
施
設
改
修
工
事

　

久
保
地
係
に
お
い
て
菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽

培
施
設
改
修
工
事
を
行
う
も
の
で
、
入

札
の
結
果
、
有
限
会
社
柿
本
工
務
店
が

６
千
２
０
０
万
円
で
落
札
し
て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

○ 

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
賑
わ
い
創
出
施
設
建

設
工
事

　

成
海
地
係
に
お
い
て
み
ん
ぴ
あ
大

飯
賑
わ
い
創
出
施
設
建
設
工
事
を
お
こ

な
う
も
の
で
、株
式
会
社
こ
ん
ど
う
が

５
億
３
千
５
３
０
万
円
で
落
札
し
て
い
ま
す
。

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

○
漁
業
集
落
環
境
整
備
工
事

　

大
島
地
係
に
お
い
て
公
有
水
面
を
埋
め

立
て
る
も
の
で
、
株
式
会
社
こ
ん
ど
う
が

５
億
９
２
５
万
円
で
落
札
し
て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

○
犬
見
浄
水
施
設
改
良
工
事

　

犬
見
地
係
に
お
け
る
浄
水
施
設
に
ク
リ

プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
対
策
を
行
う
も
の
で
、

荏
原
商
事・時
岡
組
が
１
億
７
千
２
９
８
万

円
で
落
札
し
て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

○
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機
器
購
入

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
器
洗
浄
器
を

購
入
す
る
も
の
で
敦
賀
機
装
㈱
が

１
千
２
８
０
万
円
で
落
札
し
て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

●
陳
情

○ 

非
核
平
和
都
市
宣
言
採
択
に
つ
い
て
の

陳
情

（
全
会
一
致
・
不
採
択
）

○ 

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
早

期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
要
望

（
全
会
一
致
・
採
択
）

○ 

農
業
・
農
村
の
安
全
対
策
と
農
業
の
発

展
に
向
け
た
要
請（

全
会
一
致
・
採
択
）

○ 

原
子
力
発
電
所
警
備
に
関
す
る
意
見
書

に
つ
い
て 

（
継
続
審
査
）

●
新
議
長
に
中
塚
寛
議
員
を
選
任

　

新
谷
欣
也
議
長
辞
任
に
伴
い
、
議
長
選

挙
を
実
施
し
た
も
の
。

　

お
お
い
町
が
出
資
す
る
株
式
会
社
の
平
成
23

年
度
決
算
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。　

　

㈱
お
お
い
は
、
一
般
管
理
費
が
大
き
い
た
め
営

業
利
益
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
電
源
立
地
給

付
金
等
に
よ
る
営
業
外
収
益
で
埋
め
合
わ
せ
を

し
て
経
常
利
益
を
出
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

㈱
名
田
庄
商
会
は
、
売
上
に
対
す
る
利
益
率
が

低
い
事
と
一
般
管
理
費
が
大
き
い
た
め
経
常
利

益
、
純
利
益
と
も
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
か
さ
大
飯
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
㈱
は
、
収
入
が

土
地
賃
貸
料
の
み
と
い
う
状
況
で
あ
る
事
、
経
常

収
支
赤
字
を
補
っ
て
い
る
特
別
利
益
は
地
区
内

工
事
発
注
の
た
め
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
特
殊

な
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

㈱
名
田
庄
ウ
ッ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
復

興
に
よ
る
需
要
増
と
間
伐
材
の
堅
調
な
需
要
に

よ
り
前
年
度
実
績
を
上
回
る
成
績
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

厳
し
い
決
算
の
会
社
で
も
、
細
か
く
み
て
い
く

と
売
上
を
伸
ば
し
て
い
る
部
門
も
い
く
つ
か
あ

る
の
で
、
十
分
に
事
例
研
究
を
行
い
見
習
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
社
と
も
町
関
連
の
会
社
で
、
町
民
に
対
す
る

職
場
提
供
や
町
特
産
品
の
開
発
と
い
っ
た
公
的

な
側
面
を
持
ち
合
わ
せ
い
る
た
め
、
全
く
一
般
企

業
と
同
じ
数
値
で
判
断
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
少
し
で
も
優
秀
な
成
績
を
出
し
て
い
た

だ
き
、
将
来
は
お
お
い
町
を
支
え
る
事
の
出
来
る

よ
う
な
会
社
に
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

おおい町関連3セク会社決算報告
（単位：円）

㈱おおい ㈱名田庄商会 わかさ大飯マリンワールド㈱ ㈱名田庄ウッディセンター
売　上　高 581,114,002 237,648,145 30,592,204 25,054,826
営 業 利 益 -12,322,980 -6,671,760 -22,883,048 1,593,012
経 常 利 益 2,055,373 -5,428,267 -24,490,922 2,187,958
当期純利益 1,536,010 -3,988,841 20,061,322 1,408,630
人員数（人） 110 17 3 3
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■ 
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
で
は
小
浜
・
大
阪
間
が
約

19
分
と
な
る
が
、そ
の
意
義
は

副
町
長 
沿
線
地
域
に
飛
躍
的
な
発
展
を
も
た
ら
す

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

6
月
定
例
会
で
は
、5
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

■
政
府
の
地
元
経
済
対
策
の
支
援

姿
勢
に
ど
う
対
応
す
る
の
か

町
長 

国
に
お
い
て
も
重
く
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る

問
深
刻
な
地
元
経
済
状
態
の
現
状

認
識
は
。

答
（
町
長
）原
発
の
運
転
停
止
が
地

元
経
済
や
雇
用
に
及
ぼ
す
影
響

は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
。

問
国
や
県
の
具
体
的
支
援
策
は
。

答
（
町
長
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い

て
雇
用
維
持
助
成
制
度
の
相
談

窓
口
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
県
で
は
資

金
繰
り
や
雇
用
維
持
に
つ
い
て
本
町
で
特

別
相
談
窓
口
が
設
け
ら
れ
る
ほ
か
、
離
職

者
へ
の
雇
用
・
就
業
機
会
の
提
供
を
目
的

と
し
た
施
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

問
町
の
対
策
事
業
は
。

答
（
町
長
）
中
小
企
業
診
断
士
の
派

遣
制
度
や
中
小
企
業
へ
の
融
資

制
度
利
用
者
の
利
子
２
分
の
１
を
補
助
す

る
。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
も

行
っ
て
い
る
。

問
利
子
補
給
は
、
非
常
事
態
で
あ

る
か
ら
２
分
の
１
と
言
わ
ず
高

率
補
助
に
す
べ
き
だ
が
。

答
（
町
長
）過
去
の
事
例
も
あ
り
不

可
。事
業
者
は
自
助
努
力
す
べ
き
。

問
サ
ッ
カ
ー
場
や
に
ぎ
わ
い
の
創

設
施
設
整
備
費
に
較
べ
れ
ば
極

め
て
少
額
で
あ
る
。
町
長
の
決
断
次
第
で

あ
る
か
ら
再
考
を
。

答
（
町
長
）
借
入
を
増
や
し
体
質
強

化
さ
れ
定
検
を
待
っ
て
ほ
し
い
。

見
直
し
の
考
え
は
な
い
。

■
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
は

若
狭
ル
ー
ト
で
整
備
さ
れ
る
べ
き

副
町
長 

政
府
見
解
は
財
源
の

問
題
で
現
時
点
で
は
難
し
い

問
北
陸
新
幹
線
の
意
義
は
。

答
（
副
町
長
）
日
本
海
国
土
軸
の
形

成
や
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と

大
規
模
災
害
時
の
バ
イ
パ
ス
機
能
を
果
た

し
有
意
義
と
考
え
る
。
ま
た
、
沿
線
地
域

に
飛
躍
的
な
発
展
を
も
た
ら
す
。

問
国
は
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
で
は
３

案
を
示
し
県
民
に
揺
さ
ぶ
り
を

か
け
て
い
る
。

　

若
狭
ル
ー
ト
整
備
で
は
福
井
・
大
阪
間

45
分
。
小
浜
・
大
阪
間
19
分
で
あ
る
。
夢

の
よ
う
な
良
い
話
で
あ
る
が
。

答
（
副
町
長
）
当
地
域
は
関
西
圏
と

の
繋
が
り
も
深
く
若
狭
ル
ー
ト

が
望
ま
し
い
。

問
強
力
な
運
動
を
展
開
す
べ
き
で
は
。

答
（
副
町
長
）
昨
年
の
政
府
与
党
の

取
り
扱
い
で
敦
賀
以
西
ル
ー
ト

は
財
源
問
題
で
難
し
い
と
付
記
さ
れ
た
。

問
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
明
示
が
遅
れ

て
い
る
理
由
に
は
、
財
源
が
膨

今川　直樹

大
で
あ
る
こ
と
。
県
内
で
若
狭
ル
ー
ト
で

意
思
が
一
本
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

リ
ゾ
ー
ト
新
線
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
。

答
（
町
長
）
嶺
南
の
首
長
は
若
狭

ル
ー
ト
で
統
一
さ
れ
、
今
後
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
申
し
合
わ
せ
た
。

問
財
源
が
な
け
れ
ば
財
源
が
出
来

る
ま
で
辛
抱
強
く
待
つ
べ
き
で

あ
る
。
未
来
を
拓
く
地
域
お
こ
し
の
画
期

的
な
基
盤
整
備
で
あ
る
。
孫
や
ひ
孫
の
た

め
に
譲
れ
な
い
ル
ー
ト
で
あ
る
。

　

ル
ー
ト
問
題
で
は
、
こ
れ
か
ら
が
重
要

な
時
期
に
入
る
。
激
し
い
ル
ー
ト
獲
得
運

動
を
展
開
し
な
い
と
あ
っ
ち
に
行
く
。
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。

答
（
町
長
）
嶺
南
首
長
と
連
携
し
て

い
く
。
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■ 

賑
わ
い
創
出
施
設
の
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

町
長 

各
部
会
へ
の
出
店
呼
び
か
け
、出
店
者
の
研
修
会
、指
定
管
理

者
の
選
定
、道
の
駅
の
登
録
な
ど
を
計
画
、協
議
し
て
い
る

問
野
菜
部
会
、
加
工
部
会
、
テ
ナ

ン
ト
部
会
の
参
加
者
確
保
は
で

き
た
か
。

答
（
町
長
）
６
月
14
日
現
在
の
登
録

者
数
は
全
体
で
１
１
５
名
、
出

荷
分
類
別
で
は
、
野
采
56
名
、
食
品
38
名
、

工
芸
品
21
名
と
な
っ
て
い
る
。

問
当
初
予
算
で
天
候
等
に
影
響
の

な
い
栽
培
、
出
荷
を
目
指
し
て

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
補
助
を
決
め
た
が
利

用
者
の
申
し
込
み
は
あ
る
か
。

答
（
農
林
水
産
振
興
課
長
）
現
在
は

な
い
が
、
今
後
周
知
し
て
い
く
。

問
出
荷
予
定
者
を
対
象
に
し
た
研

修
計
画
を
知
り
た
い
。

答
（
町
長
）出
荷
予
定
者
に
対
し
て
、

４
月
27
日
に
、
開
業
ま
で
の
会

議
や
研
修
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
報
告
し

た
。
そ
の
後
５
月
23
日
に
は
北
陸
農
政
局

福
井
地
域
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
食
品
表
示
等

の
講
習
や
若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
食
品
衛
生
や
加
工
場
の
設
置
に
つ
い
て

の
講
習
会
を
開
催
し
、
今
後
７
月
４
日
に

滋
賀
県
の
種
苗
研
究
農
場
や
東
近
江
市
の

道
の
駅
で
研
修
を
す
る
計
画
で
あ
る
。

問
指
定
管
理
者
の
決
定
は
い
つ
頃

に
な
る
か
。

答
（
副
町
長
）
６
月
１
日
付
け
で
募

集
要
項
を
制
定
し
、
告
示
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
申
請
期
間
を
６

月
27
日
か
ら
７
月
26
日
ま
で
と
定
め
て
お

り
、
そ
の
後
審
議
会
の
審
査
結
果
を
踏
ま

え
、
９
月
議
会
で
議
決
を
い
た
だ
く
よ
う

進
め
て
い
る
。

問
直
売
所
運
営
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の

人
材
確
保
は
重
要
で
、施
設
長
は

出
荷
者
と
の
信
頼
関
係
が
大
切
で
あ
る
が
。

答
（
副
町
長
）
最
終
的
に
は
、
指
定

管
理
者
が
中
心
と
な
っ
て
体
制

を
整
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
の
募
集
要
項
で
は
、
施

設
の
管
理
運
営
業
務
を
総
括
す
る
「
施
設

長
」
の
配
置
を
要
件
付
け
て
お
り
、
指
定

管
理
者
選
考
の
際
に
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

な
り
う
る
人
材
確
保
が
な
さ
れ
て
い
る
か

見
極
め
て
い
く
。

問
道
の
駅
の
登
録
は
許
可
さ
れ
た

か
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）
国
土
交

通
省
と
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

先
般
事
前
の
協
議
を
終
え
、
８
月
の
登
録

を
目
指
し
て
許
可
申
請
書
を
提
出
し
た
。

問
登
録
さ
れ
る
見
込
み
は
あ
る
か
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）
登
録
の

見
込
み
は
あ
る
と
み
て
い
る
。

問
施
設
の
愛
嬌
あ
る
名
前
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
（
副
町
長
）「
道
の
駅
」
の
名
前
を

Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

問
対
面
式
の
観
光
案
内
の
特
徴
は
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）
道
の
駅

の
登
録
に
必
要
な
要
件
の
一
つ

に
「
利
用
者
に
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
道
路
情
報
及
び
地
域
情

報
の
発
信
機
能
を
有
す
る
施
設
で
あ
る
こ

と
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
来
訪
者
に
直

接
案
内
す
る
対
面
式
観
光
案
内
を
も
て
な

し
の
基
本
と
し
て
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や

旬
な
情
報
、
飲
食
や
買
い
物
情
報
等
々
、

観
光
客
が
求
め
る
情
報
を
提
供
し
、
道
の

駅
と
し
て
利
用
者
の
満
足
度
を
高
め
、
リ

ピ
ー
タ
ー
獲
得
と
更
な
る
賑
わ
い
創
出
を

図
っ
て
い
く
。

猿橋　啓一

野菜直売所のイメージ野菜直売所のイメージ

対面式観光案内所対面式観光案内所
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■
原
発
停
止
中
の
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

町
長 

経
済
対
策
を
切
れ
目
な
く
実
施
し
て
い
く

問
再
稼
働
の
判
断
に
地
域
経
済
の

影
響
が
大
き
な
理
由
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
町
が
ど
の
よ
う

に
応
え
た
の
か
。

答
（
町
長
）町
商
工
会
と
連
携
し
、

中
小
企
業
の
体
質
強
化
の
た
め

や
消
費
の
底
上
げ
を
図
る
事
業
を
行
な
っ

て
い
る
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
は
15
％

プ
レ
ミ
ア
付
き
で
2
千
セ
ッ
ト
販
売
し
た
。

　

効
果
は
来
客
数
の
減
少
に
比
較
し
、
売

上
高
減
少
は
低
く
抑
え
ら
れ
た
。
今
後
も

切
れ
目
な
く
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
新
た
な
防
災
基
準
が
示
さ
れ
る

ま
で
の
対
応
は
。
又
、
町
が
新

基
準
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答
（
副
町
長
）
現
行
の
原
子
力
防
災

計
画
に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
広
域
的
避
難
の
場
合

は
「
暫
定
措
置
案
」
と
し
て
示
さ
れ
た
敦

賀
市
へ
非
難
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

町
の
独
自
計
画
を
持
つ
こ
と
は
連
携
や

情
報
収
集
に
お
い
て
様
々
な
混
乱
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
国
や
県
の
指
針

が
必
要
で
あ
る
。

問
安
全
を
監
視
す
る
た
め
町
も
参

加
す
べ
き
で
あ
る
。

答
（
副
町
長
）
６
月
16
日
に
知
事
の

提
案
に
よ
り
「
特
別
な
監
視
体

制
」
が
発
足
し
た
。
町
と
し
て
は
Ｔ
Ｖ
会

議
の
傍
聴
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
へ
情

報
連
絡
員
の
派
遣
、
発
電
所
で
の
立
会
な

ど
を
実
施
す
る
。

問
町
の
安
全
監
視
組
織
を
持
つ
べ

き
で
あ
る
。

答
（
副
町
長
）
15
条
通
報
な
ど
の
専

門
的
な
知
識
や
判
断
を
必
要
と

す
る
た
め
、
町
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
と

考
え
る
。

■
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
町

づ
く
り
は

町
長 

中
期
振
興
事
業
実
施

計
画
の
も
と
進
め
て
い
く

問
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
町
づ
く

り
に
つ
い
て
。
町
の
将
来
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）「
第
一
次
お
お
い
町
総

合
計
画
」
を
具
体
的
に
推
進
す

る
た
め
「
中
期
振
興
事
業
実
施
計
画
」
の

も
と
に
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
住

む
人
に
豊
か
さ
を
、訪
れ
る
人
に
感
動
を
」

を
合
言
葉
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
生
涯
現
役
で
過
ご
す
た
め
の
生

活
弱
者
の
直
面
す
る
課
題
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
（
副
町
長
）
障
害
福
祉
計
画
や
高

齢
福
祉
計
画
、
障
害
者
に
は
医

療
費
の
助
成
、
外
出
支
援
事
業
な
ど
の
町

独
自
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
中
で
孤
立
し
、
生
活
上
の
不
安

の
な
い
よ
う
に
行
政
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
支
え
て
い
く
。

問
産
業
創
出
や
企
業
誘
致
の
展
望

は
。

答
（
副
町
長
）
現
在
の
経
済
状
況
は

非
常
に
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
賑
わ
い
創
出
施
設
」

で
地
場
産
業
の
振
興
、
活
性
化
、
雇
用
の

拡
大
に
期
待
を
し
て
い
る
。

問
マ
リ
ー
ナ
や
ホ
テ
ル
の
よ
う
な

不
採
算
部
門
は
見
切
り
を
つ
け

て
、福
祉
施
設
に
転
換
し
、高
齢
者
の
入

所
へ
の
不
安
を
な
く
し
た
り
新
た
な
雇
用

に
つ
な
が
る
方
向
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

答
（
町
長
）施
設
運
営
は
ま
だ
浅
く
、

し
ば
ら
く
は
現
状
を
見
守
り
た

い
。
施
設
の
転
換
に
つ
い
て
は
将
来
に
判

断
を
委
ね
た
い
。

10
条
通
報
と
は

　

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
10

条
に
よ
る
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、

原
子
力
事
業
者
か
ら
国
、
地
方
自
治
体

へ
通
報
す
る
基
準
の
こ
と
。

15
条
事
態
と
は

 

10
条
通
報
後
、
臨
界
事
故
等
に
よ
り

一
定
以
上
の
放
射
線
を
感
知
す
る
事
象

に
達
し
た
と
判
断
し
た
事
態
の
場
合
に

は
緊
急
事
態
宣
言
を
出
し
て
原
子
力
災

害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
る
。

森口　精治
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■「
原
発
再
起
動
要
請
」へ
の
判
断
は
直
接
町
民
へ
表
明
を

町
長 

特
別
番
組
で
の
報
告
と
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
内
容
を
掲
載

問
取
材
で
の「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
一
定
期
間
必
要
」
の
真
意
は
。

答
（
町
長
）
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
よ
る
が
、
新
電
力
供
給
方
式

が
確
立
さ
れ
る
ま
で
は
必
要
で
あ
り
、
県

の
安
全
専
門
委
員
会
の
結
論
が
、
当
面
、

安
全
安
心
の
担
保
と
考
え
る
。

問
電
力
供
給
地
、
消
費
地
と
呼
ば

れ
、
本
来
協
力
す
べ
き
地
域
の

対
立
構
図
に
町
民
は
心
を
痛
め
て
い
る
。

立
地
に
至
っ
た
経
緯
や
、
関
西
圏
に
電
気

を
送
る
こ
と
で
社
会
貢
献
し
産
業
界
を
支

え
て
い
る
自
負
と
人
命
を
守
る
使
命
感
な

ど
の
想
い
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
消
費

地
が
、
再
稼
働
容
認
後
も
夏
の
み
限
定
稼

動
を
対
案
な
く
要
請
し
、
被
害
地
元
と
言

い
続
け
る
状
況
を
ど
う
思
う
か
。

尾谷　和枝

答
（
町
長
）大
変
残
念
に
思
う
。総
理

の「
電
力
供
給
に
よ
っ
て
国
民
生

活
を
守
る
こ
と
、産
業
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
」の
言
葉
で
多
少
救
わ
れ
た
思
い
で
あ
る
。

問
町
民
の
不
安
材
料
と
町
行
政
課

題
は
国
を
待
た
ず
に
早
期
着
手

し
、
安
心
対
策
を
す
べ
き
で
は
。

答
（
副
町
長
）
事
故
の
知
見
を
踏
ま

え
、
国
が
策
定
す
る
新
た
な
指

針
に
沿
っ
た
県
の
計
画
と
整
合
性
を
図
り

万
全
な
対
策
に
見
直
す
。
秋
頃
を
目
指
し

て
い
る
。

■
情
報
公
開
へ
の
取
り
組
み
は

副
町
長 

衛
星
携
帯
電
話
を
追
加

し
、防
災
行
政
無
線
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
多
様
な
媒
体
を
活
用

問
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
活
用
、
一
般
公
開
は
。

答
（
副
町
長
）
原
子
力
災
害
対
策
本

部
立
ち
上
げ
時
に
関
係
者
が
一
堂

に
連
携
す
る
国
の
施
設
と
し
て
、
大
飯
、

高
浜
、
美
浜
、
敦
賀
の
各
セ
ン
タ
ー
を
代

替
施
設
に
追
加
改
定
さ
れ
た
。
見
学
申
込

可
能
で
あ
る
。

問
防
災
道
路
複
線
化
は
、
完
成
時

期
前
倒
し
を
強
く
要
望
す
べ
き
。

答
（
副
町
長
）
国
や
県
、
事
業
者
に

1
日
も
早
い
完
成
を
要
請
し
て

い
る
。
議
会
か
ら
も
働
き
か
け
を
。

問
甲
状
腺
被
爆
を
防
ぐ
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
配
布
方
法
に
変
更
は
。

正
し
く
使
用
さ
れ
る
に
は
普
段
か
ら
の
情

報
提
供
を
。

答
（
副
町
長
）
現
行
の
計
画
は
、
県

が
決
定
し
町
が
備
蓄
場
所
か
ら

搬
送
・
配
布
す
る
。
事
前
各
戸
配
布
に
つ

い
て
は
、
有
効
性
等
検
討
の
上
、
国
、
県

の
判
断
に
沿
う
。

問
今
回
の
再
起
動
は
、
元
に
戻
っ

た
の
で
は
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
決
定
に
よ
る
脱
原
発
依
存
の
可
能
性

な
ど
、
今
後
の
町
の
方
針
は
。

答
（
町
長
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
問
題

は
国
全
体
の
方
針
に
か
か
わ
る

こ
と
。
大
飯
原
発
は
海
に
向
か
い
並
ぶ
建

設
形
状
と
、
岩
盤
高
で
比
較
的
安
全
と
聞

く
。
国
に
於
い
て
、
活
用
の
仕
方
が
あ
る

の
で
は
、
と
思
っ
て
い
る
。

■
20
年
後
の
町
の
将
来
へ
の 

舵
取
り
は

町
長 

若
い
方
の
発
想
に
期
待

問
地
域
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
の

は
雇
用
問
題
。働
く
場
所
、子
ど

も
達
が
帰
っ
て
く
る
場
所
が
あ
る
こ
と
。

活
気
を
取
り
戻
す
に
は
、20
年
後
の
町
の

将
来
を
見
据
え
た
方
向
性
と
舵
取
り
が
必

要
。送
電
線
を
活
用
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町

へ
の
転
換
、新
た
な
取
り
組
み
、観
光
地
と

し
て
の
将
来
、企
業
誘
致
の
検
討
な
ど
。供

給
地
と
消
費
地
、賛
成
と
反
対
、立
場
を
超

え
た
協
力
協
働
も
必
要
。町
長
の
所
見
は
。

答
（
町
長
）
将
来
を
見
越
し
た
計
画

は
難
し
い
が
大
切
で
あ
る
。
中

長
期
的
に
は
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

に
挑
戦
す
る
か
、
新
し
い
道
へ
進
む
の
も

一
つ
の
道
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
方

の
生
き
方
に
よ
る
。
40
年
前
に
町
を
二
分

し
て
議
論
し
た
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
議

論
、
若
い
人
の
発
想
に
期
待
す
る
。

オフサイトセンター（合同協議会エリア）オフサイトセンター（合同協議会エリア）
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問
安
全
性
の
諸
問
題
を
暫
定
的
な

対
策
で
再
稼
動
を
認
め
る
か
。

答
（
町
長
）
原
子
力
発
電
の
安
全
対

策
に
終
り
は
な
い
こ
と
を
、
常

に
心
に
危
機
感
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
。

問
原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て

答
（
副
町
長
）
２
月
に
県
が
示
し
た

「
避
難
に
関
す
る
暫
定
処
置
案
」

が
基
本
に
な
る
。
県
域
を
越
え
た
避
難
計

画
は
、
国
の
調
整
機
能
が
動
い
て
い
な
い

現
状
で
、
県
が
独
自
に
策
定
で
き
る
暫
定

的
処
置
で
あ
る
。

問
30
項
目
の
安
全
対
策
が
管
理
項

目
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

答
（
町
長
）
原
子
力
規
制
委
員
会
の

発
足
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
対

応
す
る
。
現
状
で
の
安
全
対
策
が
、
す
べ

て
の
技
術
的
な
知
見
を
生
か
し
た
項
目
で

完
結
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

問
放
射
線
等
に
関
す
る
副
読
本
に

つ
い
て

答
（
教
育
長
）
文
部
科
学
省
が
放
射

能
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

学
び
自
ら
が
考
え
判
断
す
る
カ
を
育
成
す

る
。
さ
ら
に
新
し
い
知
識
を
順
次
取
り
入

れ
、
指
導
の
一
助
と
す
る
た
め
小
・
中
・

高
等
学
校
に
お
い
て
段
階
的
に
現
状
の
認

識
を
正
し
く
理
解
さ
せ
る
。

■
交
通
安
全
に
対
す
る
諸
問

題
の
取
組
み
に
つ
い
て

町
長 

安
心
通
学
路
ス
ク
ラ
ム
作
戦

で
意
識
づ
け
と
実
施
指
導
を
行
う

問
通
学
路
の
安
全
対
策
は
。

答
（
教
育
長
）国
に
お
い
て
は「
通
学

路
の
交
通
安
全
確
保
の
徹
底
」と

合
わ
せ
て
、通
学
路
に
お
け
る「
緊
急
合
同

点
検
等
実
施
要
綱
」
が
示
さ
れ
た
。今
後

は
関
係
機
関
と
相
互
的
に
連
携
し
通
学
路

の
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

問
本
町
の
交
通
危
険
箇
所
は
何
件

あ
る
の
か
。

答
（
副
町
長
）町
内
に
38
ヶ
所
あ
る
。

今
後
は
交
通
危
険
の
諸
条
件
と

合
わ
せ
て
、交
通
マ
ナ
ー
を
守
る
等
交
通

安
全
指
導
を
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

問
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
の
た
め

の
運
転
免
許
自
主
返
納
に
つ
い
て
。

答
（
総
務
課
長
）
23
年
度
の
高
齢
者

に
よ
る
返
納
者
は
お
お
い
町
で

は
な
か
っ
た
。
昨
年
の
返
納
者
は
小
浜
警

察
管
内
で
38
名
で
あ
る
。

　

返
納
さ
れ
た
高
齢
者
方
に
は
、
交
通
機

関
の
補
助
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交

付
無
料
化
等
の
支
援
策
を
実
地
し
て
い
る
。

■
原
発
再
稼
動
を
認
め
る
条
件
等
に
つ
い
て

町
長 

安
全
基
準
に
、こ
れ
で
絶
対
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
、最

新
の
知
見
に
照
ら
し
、常
に
見
直
す
必
要
が
あ
る

■
み
ど
り
の
広
場
整
備
事
業

の
見
直
し
に
つ
い
て

町
長 

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
総

合
交
流
の
つ
な
が
り
に
期
待
す
る

問
優
良
な
企
業
誘
致
場
を
潰
し
て

ま
で
行
う
箱
物
行
政
は
、
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答
（
副
町
長
）造
製
業
用
地
と
定
め
、

長
年
に
わ
た
り
企
業
誘
致
に
努

め
て
き
た
。
し
か
し
、
長
引
く
経
済
の
低

迷
と
合
わ
せ
て
、
社
会
情
勢
や
地
域
経
済

環
境
の
変
動
等
か
ら
土
地
の
有
効
活
用
の

再
検
討
を
行
い
、
運
動
公
園
用
地
と
し
て

方
向
性
を
見
出
し
た
。

問
み
ど
り
の
広
場
整
備
は
過
剰
投

資
で
は
な
い
の
か
。

答
（
副
町
長
）
一
定
の
競
技
水
準
を

満
た
し
た
サ
ッ
カ
ー
場
等
を
有

す
る
「
み
ど
り
の
広
場
」
と
し
て
総
合
整

備
を
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
生
涯
に
お
い

て
豊
か
で
人
間
性
を
育
み
、
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
た
地
域
交
流
に
繋
が
る

も
の
と
し
て
期
待
で
き
る
。

猿橋　　巧

●
他
に
、
原
発
再
起
動
判
断
に
つ
い
て
、

①
断
層
・
地
震
・
津
波
に
よ
る
対
策
、

②
防
波
堤
の
対
応
、
③
新
免
震
事
務
棟
、

④
技
術
的
な
見
知
え
ら
れ
た
30
項
目
の

安
全
対
策
等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

放射線副読本放射線副読本
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Report
リポート

議
会
広
報
研
修
会
報
告

﹇
研
修
日
時
﹈
平
成
24
年
6
月
1
日 

﹇
参
加
者
﹈
議
員
5
人

﹇
研
修
場
所
﹈
福
井
県
自
治
会
館 

﹇
講　

師
﹈
芳
野
政
明

「
伝
え
る
広
報
」
か
ら 

　
　
　
「
伝
わ
る
広
報
」へ

去
る
、
６
月
１
日
自
治
会
館
で
町
村

議
長
会
主
催
の
議
会
広
報
誌
担
当
委
員

会
の
「
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
研
修
会
」

が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
度
に
各
町
村
が
発
行
し
た
そ
れ

ぞ
れ
の
広
報
誌
に
つ
い
て
、
講
師
か
ら

逐
一
評
価
さ
れ
ま
す
。
ど
の
町
村
も
毎

年
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

で
、
全
般
に
昨
年
度
よ
り
も
良
く
な
っ

て
い
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
、

発
行
目
的
に
沿
っ
た
企
画・編
集
に
な
っ

て
い
る
か
、
読
み
や
す
さ
、
わ
か
り
や

す
さ
へ
の
編
集
技
術
な
ど
の
審
査
基
準

で
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
技
術
編
で
は
、
世
論
調
査
で

は
議
会
の
現
状
に
60
％
が
満
足
し
て
い

な
い
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。
そ
の
理

由
は
、
議
会
の
活
動
が
伝
わ
ら
な
い
か

ら
が
半
数
以
上
で
あ
る
と
。
昨
今
、
議

会
の
広
報
活
動
・
広
聴
活
動
の
役
割
が

一
段
と
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
議
会
広

報
誌
の
役
割
は
益
々
大
き
く
な
り
つ
つ

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

私
達
は
、
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
、
広

報
誌
の
使
命
で
あ
る
「
住
民
が
読
む
も

の
」
を
念
頭
に
①
議
会
が
身
近
に
感
じ

る
内
容　

②
今
、
ど
ん
な
審
議
を
し

て
い
る
の
か
議
事
の
公
開　

③
読
者
を

ひ
き
つ
け
る
紙
面
づ
く
り　

④
迅
速
に

伝
え
る
な
ど
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
住
民
の

皆
様
の
希
望
や
評
価
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
更
に
よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　

４
月
19
・
20
日
町
内
４
会
場
で
「
議

会
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
日
の
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
報
告
会
は
大
飯
３
・
４
号
機

の
再
起
動
に
関
す
る
議
論
が
賛
否
両
論

入
り
乱
れ
る
中
開
催
さ
れ
た
事
も
あ

り
、
原
子
力
問
題
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
質
問
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
各
委
員
会
で
問
題
を
精
査
し
正

式
回
答
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

尚
、
次
回
第
６
回
議
会
報
告
会
は
10

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
報
告
事
項

　

・
3
月
議
会
の
主
な
案
件

　

・
原
発
に
関
す
る
議
決

　

・
委
員
会
活
動

■
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
質
問

【
原
発
に
つ
い
て
】

　

・
地
元
経
済
へ
の
影
響

　

・
避
難
道
路
建
設

　

・
反
原
発
運
動
と
報
道

　

・
安
全
、
安
心
対
策

　

・
再
起
動
に
つ
い
て

【
議
会
活
動
】

　

・
予
算
審
議
に
つ
い
て

【
町
行
政
運
営
に
関
し
て
】

　

・
賑
わ
い
創
出
施
設
に
つ
い
て

　

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

・
観
光
活
動
に
つ
い
て

　

・
み
ど
り
の
広
場
に
つ
い
て

　

・
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　

・
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

　

・
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

【
県
要
望
事
項
】

　

・
嶺
南
、
嶺
北
の
地
域
間
格
差

「
議
会
報
告
会
」を
開
催
し
ま
し
た
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お
お
い
町
議
会
は
４
大
臣
会
合
に
お

け
る
「
大
飯
原
子
力
発
電
所
３
、４
号
機

の
再
起
動
判
断
」
の
説
明
で
言
及
の
あ
っ

た
、
福
島
事
故
の
知
見
を
反
映
し
た
再
起

動
判
断
基
準
に
整
合
し
た
安
全
性
の
確
認

と
、
安
全
性
に
上
限
を
設
け
ず
継
続
的
に

追
及
す
る
姿
勢
、
お
よ
び
原
子
力
発
電
の

必
要
性
に
つ
い
て
概
ね
理
解
し
、
住
民
意

見
の
集
約
に
加
え
、
電
力
消
費
地
の
生
活

や
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
の
上
、
同

意
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　

今
後
、
地
元
の
判
断
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
再
起
動
の
最
終

決
定
は
政
府
の
責
任
に
お
い
て
な
さ
れ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
重
大

性
と
権
限
を
超
え
る
議
論
も
視
野
に
入
れ

た
判
断
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
政

府
の
姿
勢
を
含
め
、
不
確
定
要
素
が
存
在

す
る
状
況
で
の
議
論
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
原
子
力
政
策
の
一
元
的
管
理
責
任
を

担
う
政
府
の
誠
意
あ
る
継
続
的
な
対
応
を

促
す
よ
う
要
請
い
た
し
ま
す
。 

　

尚
、
議
会
で
の
議
論
の
経
過
と
そ
の
主

な
内
容
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。 

　

議
会
で
は
「
原
発
問
題
に
関
す
る
統
一

見
解
」
を
基
に
し
た
「
福
島
事
故
後
の
大

飯
原
発
に
関
す
る
決
議
」
に
よ
り
政
府
に

対
し
て
安
全
確
保
と
経
済
・
財
政
に
関
す

る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現

行
法
令
上
の
規
制
要
求
を
超
え
る
安
全
基

準
を
も
っ
て
安
全
の
確
保
が
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
安
全
の
確
保
は
、
常

に
新
た
な
知
見
を
反
映
し
た
安
全
性
の
追

求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
政
府

に
お
い
て
は
、
関
係
規
制
法
の
改
正
や
原

子
力
規
制
庁
の
発
足
を
待
つ
こ
と
な
く
常

時
、
安
全
性
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
で
き
る
だ
け
迅

速
な
規
制
庁
の
発
足
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　

加
え
て
、
稼
働
停
止
中
の
地
域
経
済
や

雇
用
に
対
す
る
救
済
措
置
に
つ
い
て
は
具

体
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。 

　

さ
ら
に
、
福
島
原
発
事
故
を
契
機
に
原

子
力
政
策
の
根
幹
に
何
ら
か
の
変
更
を
き

た
す
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の
見
直
し
に
よ
っ
て
地
域

づ
く
り
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
き
た
立
地

自
治
体
の
将
来
展
望
に
少
な
か
ら
ず
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
我
々
も

自
治
体
経
営
の
自
己
責
任
と
自
助
努
力
の

必
要
性
を
再
認
識
す
る
と
同
時
に
、
政
府

に
お
い
て
も
国
策
に
則
っ
て
日
本
経
済
を

支
え
て
き
た
立
地
自
治
体
の
将
来
に
対
し

て
責
任
あ
る
対
応
が
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
ま
す
。 

　

ま
た
、
一
連
の
国
民
的
議
論
や
報
道
内

容
に
お
い
て
一
般
世
論
が
立
地
自
治
体
の

実
情
と
遊
離
し
て
い
る
状
況
が
散
見
さ
れ

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
経
済
の
発
展
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
人
口
密
集

地
に
は
建
設
で
き
な
い
原
子
力
発
電
所
の

誘
致
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献
し
、
地
域
づ

く
り
の
根
幹
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
立

地
自
治
体
の
苦
悩
と
実
情
が
広
く
国
民
に

理
解
さ
れ
て
い
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。 

　

そ
の
背
景
に
は
社
会
基
盤
整
備
を
は
じ

め
、
拡
大
す
る
地
域
間
格
差
を
解
消
す
る

た
め
に
産
業
基
盤
の
脆
弱
な
過
疎
の
地
域

で
あ
る
、
小
規
模
自
治
体
の
現
実
と
課
題

に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
を
避
け
て
き
た

政
治
の
仕
組
み
が
存
在
し
ま
す
。 

　

原
子
力
防
災
に
関
連
し
て
一
例
を
あ
げ

れ
ば
、
部
分
的
な
災
害
制
圧
道
路
や
避
難

道
路
の
整
備
計
画
が
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
周
辺
自
治
体
を
含
め
、
広
く
嶺

南
地
域
に
お
い
て
道
路
網
を
は
じ
め
と
す

る
社
会
基
盤
整
備
の
遅
れ
が
存
在
し
、
県

内
地
域
間
格
差
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
防

災
機
能
の
向
上
は
総
合
的
な
社
会
基
盤
の

整
備
状
況
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け

ま
す
。
均
衡
あ
る
整
備
に
向
け
た
姿
勢
も

今
一
度
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
安
全
を
第
一
と
す
る
原
子
力
政

策
に
つ
い
て
市
場
原
理
主
義
を
基
軸
と
す

る
企
業
活
動
に
担
わ
せ
て
き
た
こ
と
が
、

過
酷
事
故
が
発
生
し
た
一
因
で
あ
り
、
今

後
改
善
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
の
責
任
に
お
い

て
電
力
需
給
と
日
本
経
済
へ
の
懸
念
か
ら

再
起
動
の
必
要
性
が
判
断
さ
れ
ま
し
た
。 

　

お
お
い
町
の
地
域
経
済
や
、
雇
用
に
つ

い
て
は
長
期
稼
働
停
止
に
よ
っ
て
既
に
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
現
状
に
あ
り
、

い
ま
だ
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

と
の
不
合
理
性
は
存
在
す
る
も
の
の
、
議

会
報
告
会
に
お
け
る
住
民
意
見
や
町
民
説

明
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
意
見
、
日
頃
よ

り
地
域
住
民
か
ら
聞
き
得
た
切
実
な
思
い

や
目
の
当
た
り
に
す
る
生
活
の
実
情
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
大
飯
原
発
が

必
要
と
さ
れ
る
期
間
、
立
場
の
違
い
を
超

え
て
、
存
在
す
る
個
々
の
原
発
の
安
全
確

保
を
最
優
先
と
す
る
政
府
の
求
心
力
発
揮

に
期
待
し
、
一
元
管
理
責
任
の
た
ゆ
ま
ぬ

遂
行
を
も
っ
て
再
起
動
に
同
意
い
た
し
ま

す
。

大
飯
原
子
力
発
電
所
３
、４
号
機
再

起
動
の
同
意
判
断
に
関
す
る
見
解

（
平
成
24
年
５
月
14
日
）
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災害に強い安全で迅速に移動できるバイパス
的道路建設を要望する。

国、県へバイパスの
建設を要望する

1年前の
一般質問

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。
　今回は、平成23年6月定例会からピックアップしました。

犬見―大島間3.3km(トンネル部2.3km）
の測量調査、設計に着手した。

本年度測量調査、設計に着手

原子力災害時に県道赤礁崎公園線は機能す
るのか。

（浜上雄一議員、松宮史知議員）

原子力災害時に避難
道路は機能するか

どうなった?

5月30日の豪雨の際に浸水に対する対策は
万全だったか。

（猿橋啓一議員）

豪雨時の浸水対策は？

佐分利川の基準点で規定の水位に達し、既
設、仮設ポンプで排水作業をした。

各所ポンプで排水した

佐分利川の基準となる水位を監視する事が
出来るカメラを設置する。

監視カメラを設置する

どうなった?

町 長 答 弁

町 長 答 弁
青　戸　大　橋
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昨年の文化祭で「え～これ茎どうなってんの？」
生け花やブーケとは別物の素敵な作品展を見て驚
きました。
フラワーデザインの講師で、アレンジメントを教える紀子
さん。自宅や、公民館、中学校文化祭、小学校、婦人会な
どでの教室が好評で、ブライダルブーケの製作を依頼
されることもあり「喜んでもらえるのが嬉しい」と話さ
れます。きっかけは、10年前に偶然見かけた作品
展で斬新さにショックを受け「私にもできますか？」
と即教室に通い始めたこと。資格を持つ現在も師の
元へ通い、さらに感性と技に磨きをかける勉強家で
すが、「力まず楽しんでる」そう。
あのいろんなアイデアはどこから？　「詩集や絵画や映画

を見て、感情やインスピレーションが色やイメージで湧いて
くる感じ」とは、さすがです!教材料費を抑える工夫とアイ
デアも。庭や自然の花もまぜたり、木や竹、炭、石、缶な
ど身の回りの物を器に。
飾りつけに使うビーズ
に弁当のふたをレンジ
でチンなど、聞いてビッ
クリ！
今後は、仲間と山川

登美子の詩とフラワー
アレンジのコラボを計
画中。「花のある生活
を子ども達に伝えてい
きたいな。花が一輪あ
ると心が優しくなるし、
豊かになる。ほらね！」
と魔法を見せてくれま
した。

（尾谷　記）

魔 法のフラワー

　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は9月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

原
子
力
発
電
所
再
起
動
問
題
に

揺
れ
た
数
ヶ
月
。
め
ま
ぐ
る
し
く

状
況
が
変
わ
る
中
、全
国
か
ら「
お

お
い
町
」が
注
目
さ
れ
、「
再
稼
働
」

に
向
け
て
歩
み
始
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
襟

を
正
し
、
課
題
の
解
決
に
取
り
組

み
、「
お
お
い
町
民
」で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
持
っ
て
、
し
っ
か
り
と

前
を
向
い
た
議
会
活
動
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

や
経
過
を
お
伝
え
し
よ
う
と
、
情

報
公
開
に
努
め
て
い
ま
す
。
傍
聴

は
も
ち
ろ
ん
、
本
紙
面
の
み
で
な

く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
活
用
し
て

お
り
ま
す
。
定
例
会
議
決
結
果

や
、
議
会
報
告
会
の
結
果
な
ど
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

ま
た
、
要
望
が
あ
れ
ば
「
出
前

懇
談
会
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

節
電
の
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

お
体
に
は
十
分
注
意
さ
れ
た
上

で
、
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
で
ご
協
力

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
尾
谷　

記
）

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：9月5日から27日まで（23日間）
本会議：5日（議案提案理由説明）、13日（一般質問）、27日（採決）
委員会：総務・産業建設常任委員会（21日）、予算決算常任委員会（5日・18日・19日）

9月定例会
の予定

教教教教教教教教えるえるえるえるえるえるえるえるえるえるるるるるるるるる紀子紀子紀子紀子紀子紀子紀子紀紀子紀子紀子紀子紀紀子子
婦人婦人婦人婦人婦人人婦婦婦 会な会な会な会な会な会会なな会な会会な会な会
をををを依頼依頼依頼依頼依頼依依依
と話と話話話と話話話と話話ささ
品品品品
？」
のの
で

久 保 区 柿本 紀子 さん

体力維持のために始めたランニングに始まり、その一環で
水泳や自転車も体力維持のトレーニングのひとつとして取り
入れた頃に自転車やトライアスロンをやっている先輩の影響
で、自転車競技やトライアスロンを始め、気が付いたらトラ
イアスロンにのめり込んで十数年が経ちました。
私にとってのメインレースは鳥取県米子市で開催される
皆生トライアスロン、石川県珠洲市で開催される珠洲トラ
イアスロンです。皆生トライアスロンは水泳3キロ、自転車
145キロ、ランニング42.195キロのアイアンマンクラスの
大会で、私が完走するには12時間以上の時間を要します。
その12時間の間にはそれぞれの競技で苦しい時間帯があ

るのですが、それを乗り越えるとまたエネルギーが沸いてき
たり、3つの競技の何かが調子が良かったり、悪かったり、
途中痛みが出た部分が長い時間の間に回復したりとレース
を行うたびにドラマが生まれます。ゴールした時の達成感は
もちろん、そんな3つの競技の変化やそれぞれの競技で起こ
るドラマが面白くて、決してがんばり屋ではない私でもここ
までレースに参加し続けてこられたのでしょう。とはいえ、
これまで体を酷使してきましたので、無理せず、自然体でト
ライアスロンを楽しんでいきたいと考えています。

ト ライアスロンの楽しみ
真部 義郎 さん成 和 区
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